
別表第１
　　　　　　　　　　　　建物種類別単位給水量・使用時間・人員表　　　（空気調和衛生工学便覧による）

	建物種類
	単位給水量

（１日当）
	使　用

時　間

[ｈ/日]
	注　　　記
	有効面積当たり

の人員など
	備　　　　　考

	戸建て住宅

集合住宅

独身寮
	200～400㍑/人
200～350㍑/人
400～600㍑/人
	10
15
10
	居住者１人当たり
居住者１人当たり
居住者１人当たり
	0.16人/㎡
	

	官公庁・事務所
	60～100㍑/人
	9
	在勤者１人当たり
	0.2人/㎡
	男子㍑/人。女子㍑/人社員食堂・

シャワーなどは別途加算

	工場
	60～100㍑/人
	操業

時間+1
	在勤者１人当たり
	座作業0.3人/㎡
立作業0.1人/㎡
	男子㍑/人。女子㍑/人社員食堂・

シャワーなどは別途加算

	総合病院
	1500～3500㍑/床

30～60㍑/㎡
	16
	延べ面積１㎡当たり
	
	設備内容などにより詳細に検討する

	ホテル全体

ホテル客室部
	500～6500㍑/床　        350～450㍑/床
	12
12
	
	
	同上
客室部のみ

	保養所
	500～800㍑/人
	10
	
	
	

	喫茶店

飲食店

社員食堂

給食センター
	20～35㍑/客

55～130㍑/店舗㎡

55～130㍑/客

110～530㍑/店舗㎡

25～50㍑/食

80～140㍑/食堂㎡

20～30㍑/食
	10
10
10
10
	
	店舗面積には

厨房面積を含む
同上
同上
	厨房で使用される水量のみ

便所洗浄水などは別途加算

同上

定性的には、軽食・そば・和食・洋食・中華の順に多い

同上

同上

	デパート

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ
	15～30㍑/㎡
	10
	延べ面積１㎡当たり
	
	従業員分・空調用水を含む

	小・中・

普通高等学校

大学講義棟
	70～100㍑/人

2～4㍑/人
	9
9
	(生徒+職員)１人当たり
延べ面積１㎡当たり
	
	教師・従業員分を含む。プール用水

（40～100㍑/人）は別途加算

実験・研究用水を含む

	劇場・映画館
	25～40㍑/㎡

0.2～0.3㍑/人
	14
	延べ面積１㎡当たり

入場者１人当たり
	
	従業員分・空調用水を含む

	ターミナル駅

普通駅
	10㍑/1000人
3㍑/1000人
	16
16
	乗客1000人当たり
乗客1000人当たり
	
	列車給水・洗車用水は別途加算

従業員分・多少のテナント分を含む

	寺院・教会
	10㍑/人
	2
	参加者１人当たり
	
	常住者・常勤者分は別途加算

	図書館
	25㍑/人
	6
	閲覧者１人当たり
	0.４人/㎡
	常勤者分は別途加算


注1） 単位給水量は設計対象給水量であり、年間１日平均給水量ではない。

　２）備考欄に特記のない限り、空調用水、冷凍機冷却水、実験・研究用水、プロセス用水、プール・サウナ用水などは別途加算する。

　３）数多くの文献を参考にして表作成者の判断により作成。
別表第２

給水用具の標準使用水量

	給水栓口径　（ｍｍ）
	１３
	２０
	２５

	標準流量（㍑/min）
	１７
	４０
	６５


別表第３

用途別標準使用水量と対応する給水栓口径

	種別

用途別
	標準使用水量
（㍑/min）
	対応する給水栓の口径

（ｍｍ）
	備　　考

	台所流し
	１２～４０
	１３～２０
	

	洗濯流し
	１２～４０
	１３～２０
	

	洗面器
	　８～１５
	１３
	

	浴槽（和式）
	２０～４０
	１３～２０
	

	浴槽（洋式）
	３０～６０
	２０～２５
	

	シャワー
	　８～１５
	１３
	

	小便器（洗浄槽）
	１２～２０
	１３
	

	小便器（洗浄弁）
	１５～３０
	１３
	１回の吐水量2～3㍑

	大便器（洗浄槽）
	１２～２０
	１３
	

	大便器（洗浄弁）
	７０～１２０
	２５
	１回の吐水量13.5～16.5㍑

	手洗器
	　５～１０
	１３
	

	消火栓（小型）
	１３０～２６０
	４０～５０
	

	散水栓
	１５～４０
	１３～２０
	

	洗浄栓（自動車）
	３５～６５
	２０～２５
	


別表第４

同時使用率を考慮した給水栓数および対応する量水器口径

	給水栓数　(個)

(パッキン口径１０ｍｍ)
	同時使用率を考慮した給水栓数

（個）
	対応する量水器口径（参考）

（ｍｍ）

	１
	１
	１３

	２～４
	２
	１３

	５～１０
	３
	２０

	１１～１５
	４
	２５

	１６～２０
	５
	３０

	２１～３０
	６
	３０


注）旅館、工場、学校、駅などの洗面所、水洗便所等、同時使用率の高いもの又は、吐水量の大きな給水栓を使用しているものについては実状に応じて計算すること。

別表第５

管径均等表
	ｍｍ

ｍｍ
	分　　岐　　口　　径

	
	13
	20
	25
	30
	40
	50
	75

	主
管
口
径
	13
	1.0　
	
	
	
	
	
	

	
	20
	2.0　
	1.0　
	
	
	
	
	

	
	25
	3.7　
	1.8　
	1.0　
	
	
	
	

	
	30
	7.0　
	3.6　
	2.0　
	1.0　
	
	
	

	
	40
	11.0　
	5.3　
	2.9　
	1.5　
	1.0　
	
	

	
	50
	20.0　
	10.0　
	5.5　
	2.7　
	1.9　
	1.0　
	

	
	75
	54.0　
	27.0　
	15.0　
	7.0　
	5.0　
	2.7　
	1.0　

	
	100
	107.0　
	53.0　
	29.0　
	15.0　
	10.0　
	5.3　
	2.0　


注１）この表は、管長、水圧及び摩擦係数が同一のとき計算したものである。
　２）この表は、主管の給水能力を示したものであり、Φ30mm管は、Φ13mm管の7.0本分、

またΦ50mm管は、Φ13mm管の20.0本分に相当することを示す。

別表第６
	管　　　径
	管　　　種

	２０ｍｍ～４０ｍｍ
	水道用ポリエチレン二層管（ＰＰ）

	５０ｍｍ以上
	水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）

	７５ｍｍ以上
	水道ダクタイル鋳鉄管Ｋ形（ＤＣＩＰ Ｋ）

水道ダクタイル鋳鉄管ＮＳ形（ＤＣＩＰ ＮＳ）

水道用ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管（ＤＣＩＰ ＧＸ）


別表第７
	呼び径
	外径
	屈曲半径

	１３ｍｍ
	２１．５ｍｍ
	４３ｃｍ以上

	２０ｍｍ
	２７．０ｍｍ
	５４ｃｍ以上

	２５ｍｍ
	３４．０ｍｍ
	６８ｃｍ以上

	３０ｍｍ
	４２．０ｍｍ
	８４ｃｍ以上

	４０ｍｍ
	４８．０ｍｍ
	９６ｃｍ以上

	５０ｍｍ
	６０．０ｍｍ
	１２０ｃｍ以上
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